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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体に対して光を照射する照射部と、
　前記記録媒体で反射された光を検知する検知部と、
　前記照射部の主走査方向に移動可能とされ、前記照射部の光が照射される校正用部材を
保持する保持部材と、
　前記主走査方向に延び、前記保持部材を貫通し、前記保持部材の前記主走査方向への移
動を案内する軸部材と、
　前記主走査方向に延び、前記保持部材の前記軸部材周りの回転を制限する制限部材と、
　前記主走査方向に延び、前記照射部の光源からの距離が決められている位置決め部と、
　を有し、
　前記保持部材は、一端が自由端とされ、前記校正用部材を保持する弾性変形可能な保持
板部と、前記保持板部の復元力によって前記位置決め部に接触する接触部と、を含んで構
成されている、画像読取装置。
【請求項２】
　前記位置決め部は、前記照射部を構成するケース又は前記記録媒体の搬送を案内する案
内部材に設けられている、請求項１に記載の画像読取装置。
【請求項３】
　前記照射部の光源に冷却風を送風する送風部と、
　前記保持部材を前記主走査方向に移動させるための駆動源と、
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　を有し、
　前記駆動源は、前記光源よりも前記送風部の送風方向の下流に配置されている、請求項
１又は請求項２に記載の画像読取装置。
【請求項４】
　記録媒体に対して光を照射する照射部と、
　前記記録媒体で反射された光を検知する検知部と、
　前記照射部の主走査方向に移動可能とされ、前記照射部の光が照射される校正用部材を
保持する保持部材と、
　前記主走査方向に延び、前記保持部材を貫通し、前記保持部材の前記主走査方向への移
動を案内する軸部材と、
　前記主走査方向に延び、前記保持部材の前記軸部材周りの回転を制限する制限部材と、
　前記照射部の光源に冷却風を送風する送風部と、
　前記保持部材を前記主走査方向に移動させるための駆動源と、
　を有し、
　前記駆動源は、前記光源よりも前記送風部の送風方向の下流に配置されている、画像読
取装置。
【請求項５】
　前記保持部材は、前記記録媒体よりも前記照射部の光源側を移動する、請求項１～４の
いずれか１項に記載の画像読取装置。
【請求項６】
　記録媒体に画像を形成する画像形成部と、
　前記画像が形成された前記記録媒体に対して光を照射し、前記記録媒体で反射された光
を検知して前記画像を読み取る請求項１～５のいずれか１項に記載の画像読取装置と、
　を有する画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像読取装置及び画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像形成装置において、形成後の画像を読み取る画像読取機能を設け、画像形成時の色
変換処理制御に対してフィードバックする場合がある。
【０００３】
　特許文献１には、駆動モーターによってボールねじを回転させることでボールねじ上に
配置されたシェーディング補正板を、ボールねじの軸方向である主走査方向に移動させて
、シェーディング補正板で反射された反射光をＣＣＤで読み取る技術について開示されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平０１-１７６１５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に開示の技術では、ボールねじの回転にともなってシェーディング補正板が
移動するが、この移動にともなってシェーディング補正板には振動（ボールねじを中心と
した揺動）が生じる。
【０００６】
　本発明は、主走査方向に延びる軸部材で校正用部材の主走査方向の移動を案内する構成
において、校正用部材の軸部材周りの回転を制限しない構成と比べて、校正用部材の移動
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にともなう振動を抑制できる画像読取装置及び画像形成装置を得ることが目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１態様の画像読取装置は、記録媒体に対して光を照射する照射部と、前記記録媒体で
反射された光を検知する検知部と、前記照射部の主走査方向に移動可能とされ、前記照射
部の光が照射される校正用部材を保持する保持部材と、前記主走査方向に延び、前記保持
部材を貫通し、前記保持部材の前記主走査方向への移動を案内する軸部材と、前記主走査
方向に延び、前記保持部材の前記軸部材周りの回転を制限する制限部材と、を有する。
【０００８】
　第２態様の画像読取装置は、第１態様の画像読取装置において、前記主走査方向に延び
、前記照射部の光源からの距離が決められている位置決め部をさらに有し、前記保持部材
は、一端が自由端とされ、前記校正用部材を保持する弾性変形可能な保持板部と、前記保
持板部の復元力によって前記位置決め部に接触する接触部と、を含んで構成されている。
【０００９】
　第３態様の画像読取装置は、第２態様の画像読取装置において、前記位置決め部は、前
記照射部を構成するケース又は前記記録媒体の搬送を案内する案内部材に設けられている
。
【００１０】
　第４態様の画像読取装置は、第１態様～第３態様のいずれか一態様の画像読取装置にお
いて、前記照射部の光源に冷却風を送風する送風部と、前記保持部材を前記主走査方向に
移動させるための駆動源と、を有し、前記駆動源は、前記光源よりも前記送風部の送風方
向の下流に配置されている。
【００１１】
　第５態様の画像読取装置は、第１態様～第４態様のいずれか一態様の画像読取装置にお
いて、前記保持部材は、前記記録媒体よりも前記照射部の光源側を移動する。
【００１２】
　第６態様の画像形成装置は、記録媒体に画像を形成する画像形成部と、前記画像が形成
された前記記録媒体に対して光を照射し、前記記録媒体で反射された光を検知して前記画
像を読み取る第１態様～第５態様のいずれか一態様の画像読取装置と、を有する。
【発明の効果】
【００１３】
　第１態様の画像読取装置によれば、主走査方向に延びる軸部材で校正用部材の主走査方
向の移動を案内する構成において、校正用部材の軸部材周りの回転を制限しない構成と比
べて、校正用部材の移動にともなう振動を抑制できる。
【００１４】
　第２態様の画像読取装置によれば、保持板部の接触部が位置決め部に接触しない構成と
比べて、保持部材の主走査方向への移動時における振動を抑制できる。
【００１５】
　第３態様の画像読取装置によれば、位置決め部が照射部を構成するケース又は案内部材
に設けられていない構成と比べて、校正用部材の光源からの距離（振幅方向の距離）の変
動を抑制できる。
【００１６】
　第４態様の画像読取装置によれば、駆動源を光源よりも送風部の送風方向上流に配置す
る構成と比べて、駆動源の熱が光源に伝わるのを抑制できる。
【００１７】
　第５態様の画像読取装置によれば、保持部材が記録媒体を挟んで照射部の光源と反対側
を移動する構成と比べて、連帳紙のセット中でも校正用部材に光を照射できる。
【００１８】
　第６態様の画像形成装置によれば、第１態様～第５態様のいずれか一態様の画像読取装
置を備えない構成と比べて、校正を安定して行うことができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】実施形態に係る画像形成装置の構成の一例を示す概略構成図である。
【図２】実施形態に係る画像形成装置に設けられた読取センサの構成の一例を示す概略構
成図である。
【図３】読取センサを斜め下方から見た斜視図である。
【図４】読取センサの内部を副走査方向から見た斜視図である。
【図５】図２の矢印５で指し示す部分の拡大図である。
【図６】保持部材を斜め上方から見た斜視図である。
【図７】図６で示す保持部材の分解斜視図である。
【図８】保持部材の変形例を示す斜視図である（図６に対応する斜視図である）。
【図９】保持部材の他の変形例を示す斜視図である（図６に対応する斜視図である）。
【図１０】読取センサの下部の断面図である（図５に対応する断面図である）。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態に係る画像読取装置及び画像形成装置の一例を詳細に説明する
。
【００２１】
　（画像形成装置の全体構成）
　図１に示されるように、本実施形態に係る画像形成装置１０は、フルカラー画像及び白
黒画像を選択的に形成するものであり、画像形成部である第１筐体１０Ａと、第１筐体１
０Ａに接続された第２筐体１０Ｂと、を備えている。第２筐体１０Ｂの上部には、コンピ
ュータ等の外部装置から供給される画像データに対して画像処理を施す画像処理部１３が
設けられている。
【００２２】
　第１筐体１０Ａの上部には、通常色として、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン
（Ｃ）、及び、ブラック（Ｋ）、並びに、特定の色である第１特別色としてのゴールド（
Ｇ）及び特定の色である第２特別色としてのシルバー（Ｓ）の各トナーを収容するトナー
カートリッジ１４Ｙ、１４Ｍ、１４Ｃ、１４Ｋ、１４Ｇ、１４Ｓが設けられている。
【００２３】
　なお、本実施形態では第１特別色及び第２特別色として、ゴールド及びシルバーを例示
したが、第１特別色及び第２特別色としては、例えば、ホワイト（Ｗ）、クリア（ＣＬ）
等を用いてもよい。
【００２４】
　また、以下の説明では、各構成部品について第１特別色（Ｇ）、第２特別色（Ｓ）、イ
エロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）を区別する場合は、符号
としての数字の後にＧ、Ｓ、Ｙ、Ｍ、Ｃ、Ｋのいずれかの英字を付して説明する。また、
第１特別色（Ｇ）、第２特別色（Ｓ）、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）
、ブラック（Ｋ）を区別しない場合は、Ｇ、Ｓ、Ｙ、Ｍ、Ｃ、Ｋを省略する。
【００２５】
　トナーカートリッジ１４の下側には、各色のトナーに対応する６つの画像形成ユニット
１６Ｇ、１６Ｓ、１６Ｙ、１６Ｍ、１６Ｃ、１６Ｋ（総称する場合「画像形成ユニット１
６」という）が、各トナーカートリッジ１４に対応するように設けられている。
【００２６】
　画像形成ユニット１６毎に設けられた露光装置４０Ｇ、４０Ｓ、４０Ｙ、４０Ｍ、４０
Ｃ、４０Ｋ（総称する場合、「露光装置４０」という）は、前述した画像処理部１３によ
って画像処理を施された画像データを画像処理部１３から受け取る。そして、この画像デ
ータに応じて変調した光ビームを後述の像保持体１８Ｇ、１８Ｓ、１８Ｙ、１８Ｍ、１８
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Ｃ、１８Ｋ（総称する場合「像保持体１８」という）へ照射するように構成されている。
【００２７】
　各画像形成ユニット１６では、各露光装置４０から各像保持体１８へ光ビームＬが照射
されることにより、各像保持体１８には静電潜像が形成される。
【００２８】
　各像保持体１８の周囲には、像保持体１８を帯電するコロナ放電方式（非接触帯電方式
）のスコロトロン帯電器と、露光装置４０によって像保持体１８に形成された静電潜像を
現像剤の一例であるトナーで現像する現像装置と、転写後の像保持体１８に残留する現像
剤を除去するブレードと、転写後の像保持体１８に光を照射して除電を行う除電装置とが
設けられている。なお、スコロトロン帯電器、現像装置、ブレード、および除電装置は、
像保持体１８の表面と対向して、像保持体１８の回転方向上流側から下流側へ向けてこの
順番で配置されている。
【００２９】
　また、各画像形成ユニット１６の下側には、転写部３２が設けられている。転写部３２
は、各像保持体１８と接触する環状の中間転写ベルト３４と、各像保持体１８に形成され
たトナー画像を中間転写ベルト３４に多重転写させる一次転写ロール３６Ｇ、３６Ｓ、３
６Ｙ、３６Ｍ、３６Ｃ、３６Ｋ（総称する場合、「一次転写ロール３６」という）とを含
んで構成されている。
【００３０】
　中間転写ベルト３４は、モータ（図示省略）で駆動される駆動ロール３８と、中間転写
ベルト３４に張力を付与する張力付与ロール４１と、後述する二次転写ロール６２に対向
する対向ロール４２と、複数の巻掛ロール４４とに巻き掛けられている。そして、駆動ロ
ール３８により、一方向（図１における反時計回り方向）に循環移動されるようになって
いる。
【００３１】
　各一次転写ロール３６は、中間転写ベルト３４を挟んでそれぞれの各画像形成ユニット
１６の像保持体１８と対向配置されている。また、一次転写ロール３６は、給電ユニット
（図示省略）によって、トナー極性とは逆極性の転写バイアス電圧が印加されるようにな
っている。この構成により、像保持体１８に形成されたトナー画像が中間転写ベルト３４
に転写されるようになっている。
【００３２】
　中間転写ベルト３４を挟んで駆動ロール３８の反対側には、ブレードを中間転写ベルト
３４に接触させて、中間転写ベルト３４上の残留トナーや紙粉等を除去する除去装置４６
が設けられている。
【００３３】
　転写部３２の下方には、用紙などの記録媒体Ｐが収容される記録媒体収容部４８が複数
設けられている。記録媒体収容部４８の各々は、第１筐体１０Ａから引き出し自在とされ
ている。各記録媒体収容部４８の一端側（図１における正面視右側）の上方には、各記録
媒体収容部４８から記録媒体Ｐを搬送経路６０へ送り出す送出ロール５２が設けられてい
る。
【００３４】
　各記録媒体収容部４８内には、記録媒体Ｐが載せられる底板５０が設けられている。こ
の底板５０は、記録媒体収容部４８が第１筐体１０Ａから引き出されると、制御手段（図
示省略）の指示によって下降するようになっている。底板５０が下降することで、ユーザ
が記録媒体Ｐを補充する空間が記録媒体収容部４８に形成される。
【００３５】
　第１筐体１０Ａから引き出された記録媒体収容部４８を第１筐体１０Ａに装着すると、
底板５０が、制御手段の指示によって上昇するようになっている。底板５０が上昇するこ
とで、底板５０に載せられた最上位の記録媒体Ｐと送出ロール５２とが当るようになって
いる。
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【００３６】
　送出ロール５２の用紙搬送方向下流側（以下、単に「下流側」という場合がある）には
、記録媒体収容部４８から重なって送り出された記録媒体Ｐを１枚ずつに分離する分離ロ
ール５６が設けられている。分離ロール５６の下流側には、記録媒体Ｐを搬送方向下流側
に搬送する複数の搬送ロール５４が設けられている。
【００３７】
　記録媒体収容部４８と転写部３２との間に設けられる搬送経路６０は、記録媒体収容部
４８から送り出された記録媒体Ｐを第１方向転換部６０Ａで図１における正面視左側に反
転させる。そして、さらに、第２方向転換部６０Ｂで図１における正面視右側に反転する
ように、二次転写ロール６２と対向ロール４２との間の転写位置Ｔへ延びている。
【００３８】
　二次転写ロール６２は、給電部（図示省略）によって、トナー極性とは逆極性の転写バ
イアス電圧が印加されるようになっている。この構成により中間転写ベルト３４に多重転
写された各色のトナー画像が、二次転写ロール６２によって、搬送経路６０に沿って搬送
されてきた記録媒体Ｐに二次転写される構成となっている。
【００３９】
　搬送経路６０の第２方向転換部６０Ｂへ合流するように、第１筐体１０Ａの側面から延
びる予備経路６６が設けられている。第１筐体１０Ａに隣接して配置される別の用紙収容
部（図示省略）から送り出された記録媒体Ｐが予備経路６６を通って搬送経路６０に入り
込めるようになっている。
【００４０】
　転写位置Ｔの下流側には、トナー画像が転写された記録媒体Ｐを第２筐体１０Ｂに向け
て搬送する複数の搬送ベルト７０が第１筐体１０Ａに設けられ、搬送ベルト７０に搬送さ
れた記録媒体Ｐを下流側に搬送する搬送ベルト８０が第２筐体１０Ｂに設けられている。
【００４１】
　複数の搬送ベルト７０および搬送ベルト８０のそれぞれは環状に形成されており、一対
の巻掛ロール７２に巻き掛けられている。一対の巻掛ロール７２は、記録媒体Ｐの搬送方
向上流側と下流側とにそれぞれ配置されており、一方が回転駆動することにより、搬送ベ
ルト７０（搬送ベルト８０）を一方向（図１における時計回り方向）に循環移動させる。
【００４２】
　搬送ベルト８０の下流側には、記録媒体Ｐの表面に転写されたトナー画像を記録媒体Ｐ
に熱と圧力で定着させる定着ユニット８２が設けられている。
【００４３】
　定着ユニット８２は、定着ベルト８４と、定着ベルト８４に対して下側から接触するよ
うに配置された加圧ロール８８と、を備えている。定着ベルト８４と加圧ロール８８との
間には、記録媒体Ｐを加圧加熱してトナー画像を定着させる定着部Ｎが形成されている。
【００４４】
　定着ベルト８４は、環状に形成されており、駆動ロール８９および従動ロール９０に巻
き掛けられている。駆動ロール８９は、加圧ロール８８に対して上側から対向しており、
従動ロール９０は、駆動ロール８９よりも上側に配置されている。
【００４５】
　駆動ロール８９および従動ロール９０は、それぞれに、ハロゲンヒータ等の加熱部が内
蔵されている。これにより、定着ベルト８４が加熱される。
【００４６】
　図１に示されるように、定着ユニット８２の下流側には、定着ユニット８２から送り出
された記録媒体Ｐを下流側へ搬送する搬送ベルト１０８が設けられている。
【００４７】
　搬送ベルト１０８の下流側には、定着ユニット８２によって加熱された記録媒体Ｐを冷
却する冷却ユニット１１０が設けられている。
【００４８】
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　冷却ユニット１１０は、記録媒体Ｐの熱を吸収する吸収装置１１２と、記録媒体Ｐを吸
収装置１１２に押し付ける押付装置１１４とを備えている。吸収装置１１２は、搬送経路
６０に対する一方側（図１における上側）に配置され、押付装置１１４は、他方側（図１
における下側）に配置されている。
【００４９】
　吸収装置１１２は、記録媒体Ｐと接触し、記録媒体Ｐの熱を吸収する環状の吸収ベルト
１１６を備えている。吸収ベルト１１６は、吸収ベルト１１６へ駆動力を伝達する駆動ロ
ール１２０と、複数の巻掛ロール１１８とに巻き掛けられている。
【００５０】
　吸収ベルト１１６の内周側には、吸収ベルト１１６と面状に接触して吸収ベルト１１６
が吸収した熱を放熱させる、たとえばアルミニウム材料で形成されたヒートシンク１２２
が設けられている。
【００５１】
　さらに、ヒートシンク１２２から熱を奪い熱気を外部へ排出させるためのファン１２８
が、第２筐体１０Ｂの裏側（図１に示す紙面奥側）に配置されている。
【００５２】
　記録媒体Ｐを吸収装置１１２に押し付ける押付装置１１４は、記録媒体Ｐを吸収ベルト
１１６へ押し付けながら記録媒体Ｐを搬送する環状の押付ベルト１３０を備えている。押
付ベルト１３０は、複数の巻掛ロール１３２に巻き掛けられている。
【００５３】
　冷却ユニット１１０の下流側には、記録媒体Ｐを挟んで搬送し、記録媒体Ｐの湾曲（カ
ール）を矯正する矯正装置１４０が設けられている。
【００５４】
　矯正装置１４０の下流側には、記録媒体Ｐに定着されたトナー画像のトナー濃度欠陥、
画像欠陥、画像位置欠陥等を検出する画像読取装置の一例としての読取センサ２００が設
けられている。なお、読取センサ２００については、詳細を後述する。
【００５５】
　読取センサ２００の下流側には、片面に画像が形成された記録媒体Ｐを第２筐体１０Ｂ
の側面に取り付けられた排出部１９６に排出する排出ロール１９８が設けられている。
【００５６】
　一方、両面に画像を形成させる場合は、読取センサ２００から送出された記録媒体Ｐは
、読取センサ２００の下流側に設けられた反転経路１９４に搬送されるようになっている
。
【００５７】
　反転経路１９４には、搬送経路６０から分岐する分岐パス１９４Ａと、分岐パス１９４
Ａに沿って搬送される記録媒体Ｐを第１筐体１０Ａ側に向けて搬送する用紙搬送パス１９
４Ｂと、用紙搬送パス１９４Ｂに沿って搬送される記録媒体Ｐを逆方向に向けて反転して
スイッチバック搬送させて表裏を反転させる反転パス１９４Ｃとが設けられている。
【００５８】
　この構成により、反転パス１９４Ｃでスイッチバック搬送された記録媒体Ｐは、第１筐
体１０Ａに向けて搬送され、さらに、記録媒体収容部４８の上方に設けられた搬送経路６
０に入り込み、転写位置Ｔへ再度送り込まれるようになっている。
【００５９】
　次に、画像形成装置１０の画像形成工程について説明する。
　画像処理部１３で画像処理が施された画像データが、各露光装置４０に送られる。各露
光装置４０では、画像データに応じて各光ビームＬを出射して、スコロトロン帯電器２０
によって帯電した各像保持体１８に露光し、静電潜像が形成される。
【００６０】
　像保持体１８に形成された静電潜像は、現像装置２２によって現像され、第１特別色（
Ｇ）、第２特別色（Ｓ）、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（
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Ｋ）の各色のトナー画像が形成される。
【００６１】
　図１に示されるように、各画像形成ユニット１６Ｇ、１６Ｖ、１６Ｙ、１６Ｍ、１６Ｃ
、１６Ｋの像保持体１８に形成された各色のトナー画像は、６つの一次転写ロール３６Ｇ
、３６Ｓ、３６Ｙ、３６Ｍ、３６Ｃ、３６Ｋによって中間転写ベルト３４に順次多重転写
される。
【００６２】
　中間転写ベルト３４に多重転写された各色のトナー画像は、二次転写ロール６２によっ
て、記録媒体収容部４８から搬送されてきた記録媒体Ｐ上に二次転写される。トナー画像
が転写された記録媒体Ｐは、搬送ベルト７０によって第２筐体１０Ｂの内部に設けられた
定着ユニット８２に向けて搬送される。
【００６３】
　記録媒体Ｐ上の各色のトナー画像が定着ユニット８２により加熱・加圧されることで記
録媒体Ｐに定着する。さらに、トナー画像が定着された記録媒体Ｐは、冷却ユニット１１
０を通過して冷却された後、矯正装置１４０に送り込まれ、記録媒体Ｐに生じた湾曲が矯
正される。
【００６４】
　湾曲が矯正された記録媒体Ｐは、読取センサ２００によって画像欠陥等が検出された後
、排出ロール１９８によって排出部１９６に排出される。
【００６５】
　一方、画像が形成されていない非画像面に画像を形成させる場合（両面印刷の場合）は
、読取センサ２００を通過後に、記録媒体Ｐが反転経路１９４で反転される。そして、記
録媒体収容部４８の上方に設けられた搬送経路６０に送り込まれて、前述した手順で裏面
にトナー画像が形成される。
【００６６】
　なお、本実施形態に係る画像形成装置１０では、第１特別色および第２特別色の画像を
形成するための部品（画像形成ユニット１６Ｇ・１６Ｓ、露光装置４０Ｇ・４０Ｓ、トナ
ーカートリッジ１４Ｇ・１４Ｓ、一次転写ロール３６Ｇ・３６Ｓ）は、ユーザの選択によ
り、追加部品として第１筐体１０Ａに装着自在に構成されている。
【００６７】
　（読取センサ２００）
　本実施形態に係る画像形成装置１０は、前記したように矯正装置１４０の下流側に読取
センサ２００を備えている。読取センサ２００は、画像形成ユニット１６によって記録媒
体Ｐに形成された画像に異常があるか否かを検出するため等に用いられるものである。
【００６８】
　この場合の読取センサ２００は、画像形成ユニット１６の階調再現性や色再現性の計測
手段としての機能を有する。また、当該計測手段としての機能を正常に維持するために、
定期または不定期に読取センサ２００の校正（キャリブレーション）が実行される場合が
ある。
【００６９】
　以下の説明では、画像形成装置１０の長さ方向（記録媒体Ｐの搬送方向である副走査方
向）をＸ方向、装置の高さ方向をＹ方向、装置の奥行き方向（主走査方向）をＺ方向とい
うこととする（図１及び図２参照）。Ｘ方向、Ｙ方向、Ｚ方向は互いに直交する。また、
以下において「正面」とは、図１に示す装置の面を指し、「背面」とは正面とは逆側の装
置の面を指す。
【００７０】
　図２に示されるように、画像読取装置の一例である読取センサ２００は、画像が記録さ
れた記録媒体Ｐに向けて光を照射する照射部２０２と、記録媒体Ｐで反射された光を検知
する検知部の一例としての結像部２０８とを備えている。この結像部２０８は、ＣＣＤセ
ンサ２０４と、記録媒体Ｐで反射された上記反射光をＣＣＤセンサ２０４に結像する結像
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光学系２０６とを備えている。
【００７１】
　なお、本実施形態に係るＣＣＤセンサ２０４は、各々主走査方向に対応する方向に沿っ
て配置された複数の受光素子（たとえばフォトダイオード）を含んで構成された、赤用イ
メージセンサ、緑用イメージセンサおよび青用イメージセンサを備える。各色用イメージ
センサは、受光素子の受光面に各色成分の光を透過させるフィルタを設けている。各色用
イメージセンサは、受光素子が受光した光の各色成分の光量に応じて蓄積した電荷を信号
として外部に出力するようになっている。
【００７２】
　照射部２０２は、記録媒体Ｐの搬送経路６０の上側に配置されており、Ｚ方向（主走査
方向）に長手とされた一対のランプ２１２Ａおよびランプ２１２Ｂ（以下、総称する場合
は、「ランプ２１２」という場合がある）を有する。
【００７３】
　ランプ２１２としては、たとえば蛍光ランプ、キセノンランプや、主走査方向に沿って
配列された複数の白色ＬＥＤ（図示省略）が用いられる。
【００７４】
　ランプ２１２の照射範囲の長さは搬送される最大の記録媒体Ｐの幅よりも大とされてい
る。ランプ２１２は、記録媒体Ｐにて反射されて結像部２０８に向かう光軸ＯＡ（設計上
の光軸）に対し対称に配置されている。
【００７５】
　ランプ２１２から照射される光は、ランプ２１２Ａとランプ２１２Ｂとの間の搬送経路
６０上の透明なウインドウガラス２８６の照射位置Ｄに照射されるように構成されている
。
【００７６】
　また、結像光学系２０６は、光軸ＯＡに沿って導かれた光をＸ方向（第１の実施の形態
では記録媒体Ｐの搬送方向下流側）に反射する第１ミラー２１４と、第１ミラー２１４が
反射した光を上向きに反射する第２ミラー２１６と、第２ミラー２１６が反射した光を記
録媒体Ｐの搬送方向上流側に反射する第３ミラー２１８と、第３ミラー２１８が反射した
光をＣＣＤセンサ２０４に集光（結像）するレンズ２２０と、光量絞り部２２４（２２４
Ｌ、２２４Ｓ、２２４Ｕ））とを主要部として構成されている。
【００７７】
　第１ミラー２１４のＺ方向の長さは、最大の記録媒体Ｐの幅よりも大とされている。そ
して、第１ミラー２１４、第２ミラー２１６、第３ミラー２１８は、結像光学系２０６に
入射された記録媒体Ｐの反射光をそれぞれＺ方向（主走査方向）に絞りながら（集光しつ
つ）反射するようになっている。これにより、略円柱状のレンズ２２０に対し記録媒体Ｐ
の幅方向各部からの反射光を入射させる構成である。
【００７８】
　読取センサ２００は、ＣＣＤセンサ２０４が、結像された光すなわち画像濃度に応じた
信号を、画像形成装置１０の制御装置１９２（図１参照）に出力（フィードバック）する
ように構成されている。制御装置１９２は、読取センサ２００から入力された信号に基づ
いて、画像形成ユニット１６において形成される画像を補正する処理を実施する。画像形
成装置１０では、一例として、露光装置４０による照射光の強度、画像の形成位置などが
読取センサ２００からの信号に基づいて補正される。
【００７９】
　また、読取センサ２００は、主走査方向（Ｚ方向）に移動可能とされ、照射部２０２か
ら光が照射される校正用部材２３０を保持する保持部材２３２と、保持部材２３２の主走
査方向への移動を案内する軸部材２３４と、保持部材２３２の軸部材２３４周りの回転を
制限する制限部材２３６と、を備えている。
【００８０】
　軸部材２３４は、断面円形状のシャフトであり、主走査方向に沿って延びるように配置
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されている。この軸部材２３４の両端部は、読取センサ２００の照射部２０２を構成する
下部ケース２２６の主走査方向に対向する側壁２２６Ａに固定されている。なお、読取セ
ンサ２００は上部ケース２２８と下部ケース２２６を備えており、上部ケース２２８は結
像部２０８を構成している。
【００８１】
　制限部材２３６は、断面円形状のシャフトであり、軸部材２３４に対して装置高さ方向
（Ｙ方向）に離れた位置で主走査方向に沿って延びるように配置されている。この制限部
材２３６の両端部は、下部ケース２２６の側壁２２６Ａに固定されている。
【００８２】
　保持部材２３２は、軸部材２３４が貫通する貫通孔２３８及び制限部材２３６が貫通す
る貫通孔２４０が形成されたスライド部２４２と、スライド部２４２の下部に設けられ、
一端２４４Ａが自由端とされ、上記校正用部材２３０を保持する弾性変形可能な保持板部
２４４と、を備えている。
【００８３】
　図５及び図６に示されるように、スライド部２４２の上部に貫通孔２４０が形成され、
下部に貫通孔２３８が形成されている。貫通孔２４０は、装置高さ方向が長手方向とされ
た長孔とされている。また、スライド部２４２の上面には、スライド部２４２を後述する
ベルト２４６に連結するための連結部材２４８を取り付けるための取付孔２５０が形成さ
れている。
【００８４】
　図６及び図７に示されるように、保持板部２４４は、弾性変形可能な金属板を略Ｌ字状
に折り曲げて形成されており、縦板部２５２がスライド部２４２の下部にねじ部材２５３
で固定され、横板部２５４がウインドウガラス２８６に対向するように配置されている。
また、横板部２５４の上面２５４Ａには、校正用部材２３０が取り付けられている。
【００８５】
　横板部２５４の縦板部２５２と反対側の端部である一端２４４Ａ近傍には、上面２５４
Ａから装置高さ方向に突出する突出部２５６が形成されている。この突出部２５６は、ウ
インドウガラス２８６の下面２８６Ａに接触するように構成されている。具体的には、図
５に示されるように、折り曲げられた保持板部２４４の復元力によって、突出部２５６は
、ウインドウガラス２８６の下面２８６Ａに押し付けられている。なお、本実施形態のウ
インドウガラス２８６は、本発明における位置決め部の一例である。
　ここで、ウインドウガラス２８６は、下部ケース２２６の下端部２２６Ｂを構成してお
り、ランプ２１２からの距離が決定されている。そのため、横板部２５４の突出部２５６
をウインドウガラス２８６の下面２８６Ａに接触させることで、ランプ２１２から校正用
部材２３０までの距離が予め決定された値になる。
【００８６】
　また、図５に示されるように、保持板部２４４の横板部２５４は、記録媒体Ｐよりもラ
ンプ２１２側を移動するようになっている。
【００８７】
　図４に示されるように、下部ケース２２６には、保持部材２３２に主走査方向の移動力
を付与する移動力付与機構２５８が設けられている。
【００８８】
　移動力付与機構２５８は、副走査方向がモータ軸２６０Ａの軸方向とされた駆動源の一
例としての駆動モータ２６０と、モータ軸２６０Ａに取り付けられたベルト２４６用のギ
ア２６２と、駆動モータ２６０に対して主走査方向に離れた位置に配置され、副走査方向
が回転軸方向とされたプーリ２６４と、ギア２６２とプーリ２６４とに巻き掛けられたベ
ルト２４６と、を備えている。
【００８９】
　駆動モータ２６０は、下部ケース２２６の側壁２２６Ａにブラケット（図示省略）を介
して固定されている。この駆動モータ２６０は、制御装置１９２によって制御されている
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。
【００９０】
　プーリ２６４は、側壁２２６Ａに固定された支持部材２６６によって回転可能に支持さ
れている。この支持部材２６６は、プーリ２６４の回転中心の位置を主走査方向に調節可
能とされている。プーリ２６４の回転中心の位置を主走査方向に調節することで、ギア２
６２とプーリ２６４とに巻き掛けられたベルト２４６のテンションを調節できるようにな
っている。
【００９１】
　ここで、駆動モータ２６０が作動した場合、ベルト２４６がギア２６２とプーリ２６４
との間を循環し、ベルト２４６に連結部材２４８を介して連結された保持部材２３２が軸
部材２３４によって主走査方向に案内されながら移動する。
【００９２】
　なお、保持部材２３２は、搬送される最大の記録媒体Ｐの幅方向の端部よりも主走査方
向の外側へ移動できるようになっている。このため、校正（キャリブレーション）を実施
しないときには、保持部材２３２は、記録媒体Ｐの搬送ライン上から退避することができ
る。
【００９３】
　校正用部材２３０は、結像光学系２０６のキャリブレーション用であり、予め定められ
た信号が結像光学系２０６から出力される基準の白色フィルムである。
【００９４】
　また、読取センサ２００は、図２に示されるように、ランプ２１２に冷却風を送風する
送風部の一例としての冷却ファン２６８と、上部ケース２２８及び下部ケース２２６に設
けられて冷却風をランプ２１２Ａに案内する案内ダクト２７０とを備えている。
【００９５】
　冷却ファン２６８は、上部ケース２２８の上面に形成された空気取入口２７２の下方に
配置されており、空気取入口２７２から取り入れた空気を冷却風として案内ダクト２７０
を通して下方へ送風するようになっている。
【００９６】
　案内ダクト２７０は、上部ケース２２８の冷却ファン２６８の下側から下部ケース２２
６のランプ２１２Ａ近傍まで設けられている。この案内ダクト２７０を通して冷却風を一
方のランプ２１２Ｂ（副走査方向下流側のランプ２１２）に送風するようになっている。
【００９７】
　ここで、案内ダクト２７０を通って一方のランプ２１２Ａへ案内された冷却風は、下部
ケース２２６のランプ２１２が配置される内部スペース２７４を通して他方のランプ２１
２Ｂへ流れる。その後、冷却風は、他方のランプ２１２Ｂよりも上方に位置する駆動モー
タ２６０へ流れる。すなわち、駆動モータ２６０は、他方のランプ２１２Ｂよりも送風方
向下流に配置されている。なお、図２では、冷却風の送風方向を矢印ＣＡで示している。
【００９８】
　本実施形態の作用について説明する。
　図３に示されるように、読取センサ２００は、照射部２０２の下方を通過する記録媒体
Ｐに対し、一対のランプ２１２により光を照射する。記録媒体Ｐで反射された光は光軸Ｏ
Ａに沿って結像部２０８に導かれ、該結像部２０８の結像光学系２０６によってＣＣＤセ
ンサ２０４に結像される。ＣＣＤセンサ２０４は、画像の位置毎の画像濃度に応じた信号
を画像形成装置１０の制御装置１９２に出力する。制御装置１９２では、ＣＣＤセンサ２
０４からの信号に基づいて画像濃度、画像形成位置などが補正される。
【００９９】
　一方、読取センサ２００を構成するＣＣＤセンサ２０４のキャリブレーションの際には
、先ず、駆動モータ２６０が作動して保持部材２３２と共に校正用部材２３０が主走査方
向に移動する。また、ＣＣＤセンサ２０４は、Ｚ方向（主走査方向）の光量分布を補正す
るシェーディング補正信号が出力されるように調整される。ここで、保持部材２３２が軸
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部材２３４に案内されながら主走査方向に移動し、校正用部材２３０で反射された光がＣ
ＣＤセンサ２０４によって検知される。このとき、保持部材２３２の貫通孔２４０を貫通
する制限部材２３６によって保持部材２３２の軸部材２３４周りの回転（言い換えると、
軸部材２３４を中心とする回転）が制限される。これにより、読取センサ２００では、例
えば、保持部材２３２の軸部材２３４周りの回転を制限しない構成と比べて、校正用部材
２３０の移動にともなう振動を抑制できる。
【０１００】
　また、保持部材２３２の移動時には、保持板部２４４の突出部２５６がウインドウガラ
ス２８６の下面２８６Ａに接触しているため、例えば、接触しない構成と比べて、保持部
材２３２の主走査方向への移動時における振動を抑制できる。言い換えると、校正用部材
２３０のランプ２１２からの距離（振幅方向の距離）の変動を抑制できる。特に、ウイン
ドウガラス２８６は、ランプ２１２の下部ケース２２６の底部を構成しており、ランプ２
１２からの距離が予め決定されているため、校正用部材２３０のランプ２１２からの距離
の変動を効果的に抑制できる。
【０１０１】
　また、本実施形態では、駆動モータ２６０をランプ２１２よりも冷却ファン２６８の送
風方向下流に配置していることから、例えば、送風方向上流に配置する構成と比べて、駆
動モータ２６０の熱がランプ２１２に伝わるのを抑制できる。
【０１０２】
　さらに、本実施形態では、保持部材２３２（具体的には、保持板部２４４に設けられた
校正用部材２３０）が記録媒体Ｐよりもランプ２１２側を移動することから、例えば、保
持部材２３２が記録媒体Ｐを挟んでランプ２１２と反対側を移動する構成と比べて、記録
媒体Ｐが長手方向に長い連帳紙などであっても、セット中に校正用部材２３０に光を照射
できる。
【０１０３】
　またさらに、本実施形態の画像形成装置１０では、読取センサ２００を備えることから
、例えば、読取センサ２００を備えない構成と比べて、校正を安定して行うことができる
。
　またさらに、本実施形態の画像形成装置１０では、ランプ２１２と校正用部材２３０と
が、記録媒体Ｐの搬送経路６０から見て同じ側にあることから、ランプと校正用部材とが
記録媒体Ｐの搬送経路から見て反対の側にある構成（ランプと校正用部材との間を記録媒
体が通過する構成）と比べて、装置を小型化できる。
【０１０４】
　前述の実施形態では、保持板部２４４の横板部２５４に突出部２５６を形成する構成と
しているが、本発明はこの構成に限定されない。例えば、図８に示されるように、横板部
２５４に突出部２５６を形成しない構成としてもよい。また、横板部２５４に突出部２５
６を形成せずに、代わりに、ウインドウガラス２８６の下面２８６Ａに主走査方向に連続
して延びる突条部を形成し、この突条部に横板部２５４の上面２５４Ａを接触させる構成
としてもよい。
【０１０５】
　また前述の実施形態では、保持板部２４４の突出部２５６をウインドウガラス２８６の
下面２８６Ａに接触させる構成としているが、本発明はこの構成に限定されない。例えば
、下部ケース２２６の主走査方向に連続して延びる壁面などに保持板部２４４の突出部２
５６を接触させてもよい。また、保持板部２４４の横板部２５４に突出部２５６を形成せ
ずに、横板部２５４の上面２５４Ａを下部ケース２２６の主走査方向に連続して延びる壁
面などに接触させてもよい。またさらに、図１０に示されるように、保持板部２４４の横
板部２５４の下面２５４Ｂに突出部２７６を形成し、ウインドウガラス２８６に対向配置
されて記録媒体Ｐの搬送方向を案内する案内部材の一例としてのシュート２７８の上面２
７８Ａに接触させてもよい。
【０１０６】
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　前述の実施形態では、校正用部材２３０全体を白色フィルムとしているが、本発明はこ
の構成に限定されない。例えば、図９に示されるように、校正用部材２３０の一部分を白
色フィルムとし、他の部分を各色に応じて予め定められた信号が結像光学系２０６から出
力される基準色のパターンが施されたフィルムとしてもよい。
【０１０７】
　また、ランプ２１２として主走査方向に沿って配列された複数の白色ＬＥＤを用いた場
合には、例えば、主走査方向に移動する校正用部材２３０の上方に位置する白色ＬＥＤを
発光させる構成としてもよい。
【０１０８】
　以上、実施形態を挙げて本発明の実施の形態を説明したが、これらの実施形態は一例で
あり、要旨を逸脱しない範囲内で種々変更して実施でき、製造工程の順序を適宜変更する
ことが可能である。また、本発明の権利範囲がこれらの実施形態に限定されないことは言
うまでもない。
【符号の説明】
【０１０９】
　１０　　　画像形成装置
　１６　　　画像形成ユニット（画像形成部）
　２００　　読取センサ（画像読取装置）
　２０２　　照射部
　２０８　　結像部（検知部）
　２１２　　ランプ（光源）
　２２６　　下部ケース（ケース）
　２３０　　校正用部材
　２３２　　保持部材
　２３４　　軸部材
　２３６　　制限部材
　２４４　　保持板部
　２４４Ａ　一端
　２５６　　突出部
　２６０　　駆動モータ（駆動源）
　２６８　　冷却ファン（送風部）
　２７６　　突出部
　２７８　　シュート（案内部材）
　ＣＡ　　　送風方向
　Ｌ　　　　光ビーム（光）
　Ｐ　　　　記録媒体
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